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弘前薬剤師会広報

 
支部通信 

2/6	 弘前三師会麻雀大会	 	 	 	 	 	 	 	    平和 
2/8	 第1回弘前市国保運営協議会	    弘前市役所 
2/16	 平成27年度第2回弘前市地域包括支援セン 

ター支援連絡会議	 	 	 	 	 	   弘前市役所 
2/18	 平成28年第1回弘前市立病院運営審議会 

弘前市立病院 
2/20	 青森県薬理事会	 	 	 	 	 青森県薬剤師会館 
2/23	 弘前支部役員会	 	 弘前市総合学習センター 
 

役員会だより  
第 13回役員幹事会 
議	 	 事	 	 録 

日時：平成28年2月23日（火）午後7時15分～ 
場所：弘前市総合学習センター 
出席者：前田会長、磯木、坂本副会長、八木橋専務	 

田澤、佐々木（直）、工藤、加藤、齋藤、相馬、上田、

奈良、吉岡各幹事 
●支部議題 
報告事項 
(1) 第41回薬剤師生涯セミナー（3/23）	 	  

薬薬連携推進委員会 
「検査値を利用した服薬指導」～がん化学療法の服薬

指導入門②～ 
場所：弘前大学医学部附属病院	 臨床小講義室	  
日時：18:50～20:30。FAXで案内する。 
(2)認定実務実習指導薬剤師研修会（5/8） 
場所：青森県薬剤師会館	 10時～13時 
・毎年開催されている認定指導者の講習会 
・広報と FAXで案内する。県薬事業なので、FAX
代は県薬に請求する。 
(3)三師会麻雀大会（2/6） 
・団体優勝：薬剤師会	  
・個人優勝：薬剤師会加藤傑先生 
・今年度は参加者負担のみで開催。 
・来年度は各会から負担金を払い開催したい旨を三

師会役員会で提案する。 

・来年度の幹事も薬剤師会、開催日平成29年2月4
日（土） 
(4)診療報酬改定集団指導（3/25） 
場所：市民会館大ホール 
・厚生局より各薬局に通知済み。 
・社保委員会が受付などを手伝う可能性があるため

県薬、厚生局に確認する。 
(5)診療報酬改定研修会（3/28） 
・毎回発売している白い本は1薬局に1冊は買って
もらう、今年度から1500円。 
場所：市民会館大ホール	 講師：高坂常務理事 
・県の事業のため2000円？2000円以上徴収すると
市民会館の会場料が上がるかもしれないため、県薬

と協議し参加費を確定する。 
・参加費が確定しだい案内文を作り FAX を全薬局
に送信する（承認）。 
・社保委員会で会費等の徴収方法、受付方法を前も

って打ち合わせしておく。 
●協議（審議）事項 
(1)県薬次年度予算案 
・昨年度と大きく変わるところがないため、前年度

と同じ予算で県薬に提出する。 
(2)弘前薬剤師会麻雀大会 
・例年通り参加者の会費のみで行う。 
・現在8名 
(3)FAX事業 
〔今年度の利益〕 
・20円の値上げにより3月末までに利益が出る予定。 
・FAXコーナーで必要となる備品等を取りそろえる。 
・当初の予定通りFAX箋太郎を購入。 
〔来年度について〕 
・現在時給700円（担当者で最長の方は15年勤務）。
来年度時給を上げるかどうかについては勤務者、勤

務体制等を再度検討し三役に一任。 
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・現在駐車場代の半額を負担。勤務地により不公平

になっているため、駐車場代を全額支給にするかど

うかも検討。 
(4)不動在庫閲覧システム近況報告 
・参加薬局 32 薬局、リスト提出 15 薬局、薬剤数
1000品目以上。 
・基本ルールは半年未満 4掛け、半年以上 6掛け、
手数料（消費税相当額）無し。 
・薬剤師会で基本ルールを決めるが掛け率、手数料

等は各々の薬局間で取り決めてもよい。 
・3 月中に事業の説明会を一度開催する。参加でき
ない薬局のために、総会時などに説明会を行う。 
・参加薬局が増えたらリスト品目が膨大になるため、

エクセルでリストを配るのは行わない。 
(5)その他 
〔会計監査〕 
・通帳が4つあるが会計監査の時に1つにまとめて
ほしいと監査役から連絡有り。 
・監査の日程は前田会長から監査役に連絡して詳細

を決める。 
〔弘前警察署からの連絡〕 
・広報内に警察署から来た文章を載せる。 
〔来年度役員会日程〕 
4/19、5/24、6/21、7/19、8/23、9/20、10/18、11/22、
12/20、1/17or24、2/21、3/21 
〔弘前薬剤師会総会〕 
・平成28年5月28日（予定） 
〔保険請求〕 
・剤の整理をお願いする案内文を出す。 
〔弘前市立病院〕 
・4 月から DPC を所得、ジェネリック化が進むと
考えられる。 
〔処方箋枚数の報告について〕 
・現在薬剤師人数なども報告しないといけない。旧

書式で出してしまった薬局は再度提出する必要があ

る。 
●県薬報告 
(1)県薬理事会 
・9月3日に高度医療管理機器の研修会開催	  
場所：福祉プラザ 
 
 

〔研修会について〕 
フィジカルサポート研修会：日薬で今後も開催 
健康サポート薬局：受益者負担 
4月から開始、10月に届け出開始。日薬の5月の会
議で決まる。 
研修会は7月から開始、3分の1が集合研修、 
3分の2がe-ラーニング 
・認知症（新オレンジプラン）：厚生労働省予算、県

事業で開催。 
・検体測定：運用のガイドラインを日薬で作成する 
かかりつけ薬剤師の研修会：上記と別の研修を受け

ないといけない。社保研修会などで詳しく出ると思

われる。 
〔医師会の市民公開講座〕 
・FAXする、予算は県薬に請求。 
(2)その他、県薬出向委員会報告 
平成27年度	 日本薬剤師会生涯学習担当者全国会議
報告 
〔クリニカルラダー昇級試験5→6〕 
・7月31日に試験、会場は日本に数か所。 
・日本医療薬学会の問題に準ずる、テキスト約3500
円×5冊。 
・クリニカルラダー6以上はない。 
〔倫理審査〕 
・今後研究に関して倫理審査を通していないとリジ

ェクトされる。 
・倫理審査の研修：4月以降 JPALSのなかで e-ラ
ーニングを行う。 
 

委員会だより 
広報情報委員会  
● 弘前市立病院 
《 新規院外登録薬品 》 
ウリアデック錠 40mg 
エクメット配合錠LD 
コバラム点眼液 0.02% 
ジャディアンス錠 10mg 
● 国立病院機構弘前病院 
《 新規院外登録薬品 》 
ミヤBM錠 
メトホルミン塩酸塩錠 250mgMT「TE」 
アンブロキソール塩酸塩徐放OD錠45mg「ニプロ」 
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親睦委員会 
弘前市三師会麻雀大会を終えて 

弘前市薬剤師薬局	 加藤	 傑 
平成28年2月6日、弘前市三師会麻雀大会が久々
に開催され、総勢 24 名による熱い戦いが繰り広げ
られました。きっかけはここ数年間、弘前薬剤師会

麻雀大会に歯科医師が参加してくださったことです

が、医師会を巻き込んで三師会までたどり着けたの

も親睦委員長の齋藤武先生の人望とご尽力があった

からだと思います。結果は、個人戦及び団体戦とも

に薬剤師会が勝利することができました。私は2回
戦までは7位でしたが、最終戦で運よく優勝するこ
とができました。 
	 思えば、中学生の時に、週刊誌で「哲也」という

麻雀漫画を見てから、この世界にのめりこみ、阿佐

田 哲也作の小説、「麻雀放浪記」を読書感想文で提
出したくらいです。親も恐らく心配していたと思い

ますが、私としては色んな打ち手と出会い成長して

いきたいという思いが強くありました。今回、麻雀

をきっかけに普段交流の少ない医師会、歯科医師会

の先生方々とも親睦を深めることができましたが、

今後ともこのような事業が続き、弘前の特性に応じ

た連携に展開していくことを信じてやみません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実務実習委員会 
認定実務実習指導薬剤師で更新をまだされていな

い方がいらっしゃいますので、期限前に更新をお願

いいたします。また次年度更新を迎える方対象に、

更新に関わるDVD研修会を6月5日（日）に県薬
会館で行います。尚、更新につきましては研修セン

ターでのe-ラーニングでも可能です。手順につきま
しては研修センターHPをご覧ください。 

 
 
 
 
 
 

弘前警察署からのお願い 
本年1月宮崎県内において、窓ガラスを割られた
上で行内に侵入され、物理実験室に保管していた化

学物質（硫酸、硝酸等数点）が盗まれる事案が発生

しました。 
当署では、皆様からのご理解とご協力の下、爆発

物原料対策を推進しておりますが、化学物質を取り

扱われる事業者様におかれましても、盗難等の事案

発生を防止するため、化学物質の保管管理を再徹底

して頂きたく、お願い申し上げます。 
なお、不審な薬品購入者の来店、化学物質の紛失・

盗難等の不審情報がありましたら、弘前警察署警備

課までご連絡お願いいたします。 
	 	 	 	 	 	 	 	 担当	 弘前警察署	 警備課 
	 	 	 	 	 	 	 	 TEL	 0172-32-0111（内線463） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

編集者：加藤	 傑、佐々 木	 直実 



社会保険委員会 

調剤報酬明細書（レセプト）の記載方法についての注意 

 

 「処方」欄の記載方法について 

調剤報酬明細書の処方欄では、服用時点が同一であり、投薬日数が同一のものは同じ欄に書く

ようにしてください。一包化加算や計量混合加算に関わる薬剤であっても別欄への記載は適切

ではありません。 

 

【間違った記載方法】 一包化除外薬を別の欄に書いたため、薬剤料を多く請求している 

処方

月日 

調剤

月日 

処方 
調剤数量 

調剤報酬点数表 

医薬品名・規格・用量・剤形・用法 単位薬剤料 調剤料 薬剤料 加算料 

2.3 2.3 ﾉﾙﾊﾞｽｸ OD 錠 5mg     １T 

分１ 朝食後 
 ５ 

点 

14 63 
点 

70 
点 

○包  ６４ 
点 

2.3 2.3 ｳﾙｿ錠 100mg        ３T 

ｻﾞｲﾛﾘｯｸ錠 100mg      ３T 

ﾑｺｽﾀ錠 100mg       ３T 

分３ 毎食後 

 １６ 

 

14 63  224 

 

○包  

 

2.3 2.3 酸化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ        ２ｇ 

分３ 毎食後 
 １ 

 
14 0  14   

 

 

【正しい記載方法】 酸化マグネシウムは一包化しないが剤はまとめて同じ処方欄に記載する 

処方

月日 

調剤

月日 

処方 
調剤数量 

調剤報酬点数表 

医薬品名・規格・用量・剤形・用法 単位薬剤料 調剤料 薬剤料 加算料 

2.3 2.3 ﾉﾙﾊﾞｽｸ OD 錠 5mg     １T 

分１ 朝食後 
 ５ 

点 

14 63 
点 

70 
点 

○包  ６４ 
点 

2.3 2.3 ｳﾙｿ錠 100mg        ３T 

ｻﾞｲﾛﾘｯｸ錠 100mg      ３T 

ﾑｺｽﾀ錠 100mg       ３T 

酸化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ        ２ｇ 

分３ 毎食後 

 １６ 

 

14 63  224 

 

○包  

 

 

 

 

〔参考資料〕 

・医療課長通知「診療報酬請求書等の記載要領等について（通知）」より 

所定単位（内服薬においては１剤 1 日分）ごとに調剤した医薬品名、用量、剤形及び用法を記載し、次の行

との間を線で区切る。（中略）ただし、服用時点が同一であっても投薬日数が異なる内服薬に関わる調剤及び

同一の保険医療機関で一連の診療に基づいていて同一の患者に対して交付され受付回数１回とされた異な

る保険医の発行する処方せんに係る調剤については、それぞれ別の欄に記載すること。 

 

 

弘前薬剤師会社会保険委員会 委員長 小笠原和也 
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剤
師
会
弘
前
支
部
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糖
尿
病
性
腎
症
治
療
研
究
会

日
時
：
平
成
2
8
年
4
月
1
3
日
(水
)　
1
8
:5
0

～
2
0
:3
0

場
所
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
　
3
階

「
麗
峰
」

【
講
演
】
1
9
:0
0
～
1
9
:3
0

「
糖
尿
病
性
腎
症
2
期
の
観
察
研
究
　
～
3
年
間
の
観
察
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
～
」
　
弘
前
大
学
大
学
院
　
医
学
研
究
科
　
地
域
医
療
学
講
座
　
准

教
授
/
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
腎
臓
内
科
　
中
村
　
典
雄
　
先
生

【
特
別
講
演
】
1
9
:3
0
～
2
0
:3
0

「
腎
症
の
克
服
を
目
指
し
た
糖
尿
病
治
療
戦
略
」
　
旭
川
医
科
大
学
　
内
科
学
講
座
　
病
態
代
謝
内
科
学
分
野
　
教
授
　
羽
田
　
勝
計
　
先
生

J
P
A
L
S
研
修
会
コ
ー
ド
：
0
2
-
2
0
1
6
-
0
0
0
2
-
1
0
1

共
催
：
糖
尿
病
性
腎
症
治
療
研
究
会

　
　
　
M
S
D
株
式
会
社

後
援
：
弘
前
市
医
師
会

　
　
　
南
黒
医
師
会

　
　
　
西
北
五
医
師
会

　
　
　
青
森
県
薬
剤
師
会
弘
前
支
部
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主
催
等

演
題
・
講
師

日
時
・
会
場

弘
前
薬
剤
師
会
　
広
報
　
研
修
会
案
内
　
平
成
2
8
年
3
月
号


